
○提言１
　「畜産クラスター事業」において、施設
整備するため、十分な予算の確保を行
い、支援を少なくとも10年以上は継続
することを提言します。

○提言２
「強い農業づくり交付金」において、産地
食肉センターの整備するため、十分な予
算の確保を行い、支援を継続することを
提言します。

提言　「畜産クラスター事業」と「強い農業づくり交付金」における支援の継続と十分な予算の確保

・畜舎整備には中長期的な事業の継続  
　続が必要
　→土地の取得や造成に数年の期間が
　　 必要

・産地食肉センターの整備には多額な　
　費用が必要
　→増頭に対応できると畜や加工できる
　　 処理の規模拡大が必要
　→HACCPに対応した整備が必要
　→全国における食肉センターの老朽化

提　言　内　容
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【第３期高知県産業振興計画による取組】
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牛や豚が増えたらみんな喜ぶ！

事業化

県内各地域での取組成果が、
新たな産地の意欲を後押し、
計画が具体化してきている。

H31～・四万十市（2戸）
　　　　・四万十町（2戸）

食肉センター
の整備

H33・四万十市

強い農業づくり
交付金

畜産クラスター
事業

畜舎の整備

地域地域で若者が暮らし
稼げる畜産の実現へ!!
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今後の取組

● 繁殖雌牛の増頭　　　     ● 子牛の増頭　
● 担い手の確保 　           ● 流通体制の強化

畜産農家がさらに、収益
性の向上を図り、安定的・
持続的な経営を行うには、
畜産クラスターの形成が
不可欠

土佐町
大川村

四万十町

梼原町

強い農業づくり交付金＋畜産クラスター事業による施設整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H24～29）

四万十市

食肉センター

食肉センター 強い農業づくり交付金＋畜産クラスター事業で
規模拡大の見込み（H24と比較したH31の頭数増）　　

→県内肉用牛飼育頭数 約２割増！（ 846頭の増頭）
→県内肉豚出荷頭数　  約１割増！（2,600頭／年）

● 畜舎の整備（畜産クラスター事業等）

課　　題

― 畜産クラスターの形成を推進するには ―
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順調に増加

小規模産地ながらも
意欲ある生産者の規模拡大を推進

地域ぐるみでの
連携・取組が重要

クラスターのお陰ですね！
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高知県内で2か所の食肉センターを整備する必要性について

土佐和牛の主な産地豚の主な産地

主な豚の産地からそれぞれの食肉センターへ出
荷する場合の比較(往復)

 

現 状

○運営主体
 ・四万十市
　（昭和42年開設）
○運営収支(H28実績)
 ・黒字 27,100千円

○機能
 ・と畜のみ
○特徴
 ・牛は主に窪川牛、四万十牛
 ・豚は7割愛媛県産、
　3割四万十町以西
　(愛媛県、香川県の業者が集荷)

四万十市営食肉センター

●　食肉センターは、畜産振興、安全・安心な食肉の供給という観点から、 産地や消費地の近くにあることが必要な施設です。
●　県内における牛や豚の産地を考慮し、四万十市の食肉センターは豚メイン、高知市の食肉センターは牛メインのと畜とする
　　 ことで、産地に近いセンターとなり、生産者や消費者にとってメリットがあります。
　

四万十市営
食肉センター

高知県広域
食肉センター

四万十町か
ら

96km
（２時間）

133km(一般道・無
料高速道を利用)

（3時間10分）

宿毛市から 44km
（1時間4分）

270km(一般道・無
料高速道を利用)

（6時間20分）

主な牛の産地からそれぞれの食肉センターへ出
荷する場合の比較(往復)

高知県広域
食肉センター

四万十市営
食肉センター

土佐町から 100km
（２時間40分）

310km
（6時間）

田野町から 104km
（3時間30分）

332km
（7時間）

高知県広域食肉センター

現 状

○運営主体
 ・(一社)高知県中央食肉
　公社（昭和55年開設）
○運営収支(H28実績)
 ・赤字 36,610千円 

○機能
 ・と畜のみ（セリ、部分肉加工、内臓
　 処理は、現在は関連企業が実施）
○特徴
・牛は5割県内産、5割県外産
・豚は四万十町以東
・馬は高知市業者

　・国の畜産クラスター事業の活用
　　　　→養豚施設を整備し、増頭を図る。
　・国の強い農業づくり交付金の活用
　　　　→食肉センター整備を検討（整備費　約48億円(概算))

・国の畜産クラスター事業の活用
　　→牛舎等の施設整備し、増頭を図る。
・県、市町村、JA等で整備
　　→食肉センター整備を検討（整備費　約36億円(概算)）

●産地や消費地に近い高知県内
　２カ所で食肉センターが必要
●両センターの事業領域の違いに
　より共存共栄が図られる

四万十市の食肉センター
将来計画

１　高知県内2か所の食肉センターと主な産地

（高知県内２カ所の食肉センターを統合した場合）

　○食肉センターにおける雇用の喪失
　○食肉センター内業者の収入の消滅
　　（部分肉加工・セリ手数料収入）

○輸送コストの増加に伴う小規模肥育農家の廃業や減収
○輸送ストレスによる体重（肉）の減少や肉質の変化に伴う枝肉価格の下落
○流通加工業者、飲食店、小売店、宿泊業、消費者への影響

直ちに出る影響 継続的な影響
負の影響が

連鎖し、経済規模
が縮小

高知市の食肉センター
将来計画

２　高知県内で2か所の食肉センターを整備する必要性

豚の飼育頭数 土佐和牛の飼育頭数


